
 

 

第２６回全国果樹技術・経営コンクール受賞者及び表彰式の開催について 

 

標記について、下記のとおり決まりましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１ コンクールの審査結果及び受賞者 

別 紙 

 

２ 表彰式 

日 時        令和７年２月２０日（木） 

午前１１時４０分より 

 

場 所         東京都千代田区霞が関１－１－１ 

法曹会館 ２階「高砂」 

 

 

 

問い合わせ先 

公益財団法人  中央果実協会  

電話  ０３－６９１０－２９２２  担当 小森  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別  紙 

 

第２６回全国果樹技術・経営コンクールの審査結果について 

 

 

一般社団法人全国農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会、日本園芸農

業協同組合連合会、全国果樹研究連合会及び公益財団法人中央果実協会では、我

が国の果樹農業の発展や果樹農家の経営改善に資するよう、平成１１年度から

毎年度「全国果樹技術・経営コンクール」を実施しております。 

本年度は、全国から参加応募があり、都道府県段階の第一次選考を経て、全国

段階で開催された審査会（審査会座長：福元 將志 元農業・食品産業技術総合

研究機構理事兼果樹研究所長）及びその後に行った現地調査において、別添のと

おり農林水産大臣賞４点、農林水産省農産局長賞７点、関係団体会長賞６点が決

定されました。 

受賞された方々は何れも、生産技術、経営内容ともに優れ、他の模範となる果

樹農業者及び集団であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

　農林水産大臣賞

氏名・集団名 住　所

留目
と ど め

　秀樹
ひ で き

・留目
と ど め

　佐智子
さ ち こ

青森県南部町
なんぶちょう

おうとう、りんご

粟野
あ わ の

　寿
とし

広
ひろ

茨城県下妻市
しもつまし

なし

忽那
く つ な

　恵
しげ

雄
お

・忽那
く つ な

　葉子
よ う こ

愛媛県松山市
まつやまし

柑橘

福岡
ふくおか

八女
や め

農業協同組合ぶどう部会 福岡県八女市
や め し

ぶどう

　農林水産省農産局長賞

氏名・集団名 住　所

漆山
うるしやま

　和志
か ず し

・漆山
うるしやま

　陽子
よ う こ

山形県南陽市
なんようし

ぶどう

野沢
の ざ わ

　昇
のぼる

山梨県山梨市
やまなしし

ぶどう

近藤
こんどう

　喜美雄
き み お

・近藤
こんどう

　京子
きょうこ

静岡県静岡市
しずおかし

柑橘

永田
な が た

　広敏
ひろとし

愛知県刈谷市
か り や し

ぶどう

山田
や ま だ

　均
ひとし

鳥取県湯梨浜町
ゆりはまちょう

なし

笛吹
ふえふき

農業協同組合八代支所
やつしろししょ

八代統合桃
やつしろとうごうもも

部会 山梨県笛吹市
ふえふきし

もも

田辺
た な べ

印
じるし

の会 和歌山県田辺市
た な べ し

うめ

　関係団体賞

【全国農業協同組合中央会会長賞】

氏名・集団名 住　所

野辺
の べ

　和哉
か ず や

・野辺
の べ

　容子
よ う こ

宮崎県串間市
く し ま し

施設キンカン

氏名・集団名 住　所

ＪＡおおいた天瀬
あまがせ

ぶどう部会 大分県日田市
ひ た し

ぶどう

【日本園芸農業協同組合連合会会長賞】

氏名・集団名 住　所

白川
しらかわ

　徹
とおる

・白川
しらかわ

　明子
あ き こ

香川県三豊市
み と よ し

うんしゅうみかん

堀
ほり

　秋利
あきとし

・堀
ほり

　衣梨
え り

長崎県諫早市
いさはやし

うんしゅうみかん(施設)

【全国果樹研究連合会会長賞】

氏名・集団名 住　所

ＪＡ徳島県神山
かみやま

すだち振興部会 徳島県神山町
かみやまちょう

スダチ

【中央果実協会理事長賞】

氏名・集団名 住　所

宮後
み や ご

　英子
え い こ

北海道七飯町
ななえちょう

りんご・プルーン

第２６回全国果樹技術・経営コンクール　受賞者一覧

【全国農業協同組合連合会経営管理委員会会長賞】



（参考資料） 

 

第２６回全国果樹技術・経営コンクール 農林水産大臣賞受賞者の概要 

 

◎高品質安定生産と省力化技術により高収益経営を確立、青森県のおう

とう生産の中心的存在として活躍 

青森県 南部
な ん ぶ

町
ちょう

（おうとう、りんご） 

 留目
と ど め

 秀樹
ひ で き

・留目
と ど め

 佐智子
さ ち こ

  

青森県初のおうとう加温栽培を確立、りんごでは積極的に省力化、ジュノハー

トやふじ、ぐんま名月などのインターネット販売、ギフト販売により収益向上 

 

〇高い栽培技術により青森県初のおうとう加温栽培に取り組み、地域に適した

技術を確立し、高品質・安定生産を実現。近年では、新品種「ジュノハート」

の加温栽培も導入。りんごでは、摘花・摘果剤の利用や着色系統の導入により

積極的に省力化。 

〇顧客の利便性を高め、宅配やインターネット販売へと販路を拡大。高級百貨店

向け鏡詰め出荷やギフト商品で収益性を向上。 

〇女性が働きやすい環境づくりに注力し、家事や子育ての合間に働けるよう、15

分単位の時給制を導入。省力技術導入による労働力の均一化や効率化を実現。 

〇青森県農業経営士や農協果樹部会役員として地域農業をけん引。講師活動や

研修生受け入れを通じて、全国各地の生産者や後継者の育成に貢献。 

 

◎雇用と省力化技術の積極的導入により大規模なし経営を確立し産地

の維持発展にも尽力 

茨城県 下妻
しもつま

市
し

（なし）  

粟野
あ わ の

 寿
とし

広
ひろ

 

近隣の園地を集積しジョイント栽培による早期成園化・省力化を推進、園地拡

大に対応するための雇用確保により大規模なし経営を確立 

 

○茨城県最大級の 4.1ha のなし園を経営し、「下妻甘熟梨」の商品開発やタイで

の PR 活動を通じて地域ブランドを海外へ発信。   

○ジョイント栽培を導入し、早期成園化や摘果・剪定の労働時間削減を実現、効



率的で持続可能な大規模経営を展開。   

○産地で初めて常時雇用を導入し、家族経営の限界とされる２ha を超えた規模

拡大に成功、新規就農者の育成や研修生指導を通じて地域農業の担い手を確

保。   

○環境に優しい農業を実践し、県 GAP 認証を取得、地域全体の農業発展と「下妻

甘熟梨」のブランド力向上に貢献。 

 

◎紅まどんな、せとかなどへの品種更新や、マルチハウス導入などの品

質向上対策を行い大規模柑橘経営を実践 

愛媛県 松山
まつやま

市
し

（柑橘） 

    忽那
く つ な

 恵
しげ

雄
お

・忽那
く つ な

 葉子
よ う こ

 

新柑橘品種の導入を次々と進め、平坦地への移行、タイベックマルチ被覆など

により高品質安定生産を達成 

 

○愛媛果試第 28 号(紅まどんな)やせとかなどの新品種導入を積極的に進め、高

品質柑橘の安定生産を実現、地区平均を上回る高単価を達成。   

○平坦地を中心にタイベックマルチ被覆を導入した効率的なハウス栽培や、長

年培った経験による適期作業の徹底により、品質向上と高収益を実現。   

○家族で 6.5ha の大規模経営を実践し、営農研究会を立ち上げ地域の技術向上

と生産者の所得増加に貢献。   

○GAP 手法を活用して徹底した安全管理と、生産履歴台帳の記帳による食の安全

管理を徹底。    

 

◎徹底した栽培指導と品質管理により市場評価を向上させ、多様な作型

による長期出荷で有利販売を実現 

福岡県 八女
や め

市
し

 (ぶどう) 

   福岡
ふくおか

八女
や め

農業協同組合ぶどう部会 

構成員 318 名でシャインマスカット、ピオーネなどを高品質安定生産、食味重

視、市場ニーズ対応の販売戦略により JA ふくおか八女ブランドを確立 

 

〇巨峰やシャインマスカットなどの高品質ぶどうを生産、徹底した栽培指導と

品質管理により市場評価を向上、農家所得増加と新規就農者確保に貢献。   



○電照栽培や環状剥皮技術の先駆的導入により、高品質果実の安定生産を実現。

産地全体の若返りを推進し、ハウス栽培技術の均一化も達成。   

○「八女優良系巨峰・ピオーネ」や食味重視のシャインマスカットなど消費者ニ

ーズに応じた品種と作型を導入、5 月～11 月の長期販売体制で有利販売を実

現。   

○独自の GAP 活動を展開し、安全・安心なぶどう生産を推進。市場ニーズに対応

した販売戦略で「JA ふくおか八女」ブランドを確立。 


